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潟
明
訓

N I I G A T A  H I G H  S C H O O L  F O O T B A L L

高校サッカー大特集
あと1 回、あと1 歩、あと1 秒。
たぎる思いを切らすな、全力集中。
待ってろ、全国。待ってろ、俺の未来。
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強
い
フ
ィ
ジ
カ
ル
を
生
か
し
て
前
か
ら
圧
力

を
か
け
て
敵
を
封
じ
込
め
る
の
が
、
日
本

文
理
の
ス
タ
イ
ル
。
し
か
し
、
今
年
は
「
ザ
文
理

と
い
う
王
道
は
歩
け
な
い
」
と
大
橋
彰
コ
ー
チ
。

個
性
的
な
タ
レ
ン
ト
が
そ
ろ
っ
て
い
た
昨
年
と
比

較
し
て
、
技
量
や
身
体
能
力
で
特
別
に
秀
で
た
選

手
が
い
な
い
。
昨
年
か
ら
ト
ッ
プ
で
出
て
い
た
選

手
も
少
な
く
、
経
験
値
で
劣
る
。
そ
の
た
め
、
例

え
ば
1
対
1
の
局
面
で
負
け
た
場
合
は
ど
う
す

る
、
ボ
ー
ル
ロ
ス
ト
し
た
場
合
は
ど
う
す
る
、
そ

う
い
っ
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
場
面
を
想
定
し
た
と
こ

ろ
か
ら
チ
ー
ム
作
り
が
始
ま
っ
た
。

　

絶
対
的
エ
ー
ス
が
い
な
い
分
、
全
員
で
基
本
に

忠
実
に
プ
レ
ー
を
心
掛
け
た
。
強
い
統
率
力
を

持
っ
た
リ
ー
ダ
ー
が
い
な
い
分
、
上
下
関
係
の
な

い
仲
の
良
さ
を
生
か
し
て
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
磨
い

た
。
結
果
、「
良
く
も
悪
く
も
い
ろ
ん
な
も
の
に

依
存
し
な
い
チ
ー
ム
」（
大
橋
コ
ー
チ
）に
な
っ
た
。

誰
か
に
、
何
か
に
頼
り
す
ぎ
ず
、
選
手
一
人
一
人

が
自
分
の
役
割
を
全
う
す
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

日
本
文
理
の
武
器
の
1
つ
が
シ
ョ
ー
ト
カ
ウ
ン

タ
ー
。
昨
年
の
よ
う
に
最
前
線
か
ら
ガ
ン
ガ
ン
相

手
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
て
ボ
ー
ル
を
奪
い
取

る
こ
と
は
な
い
が
、
ラ
イ
ン
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
保

ち
な
が
ら
重
心
を
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
し
て
、
相
手

が
仕
掛
け
て
き
た
と
こ
ろ
を
ボ
ー
ル
奪
取
に
か
か

る
。相
手
を
引
き
込
む
分
、攻
め
込
ま
れ
て
シ
ュ
ー

ト
を
打
た
れ
る
ケ
ー
ス
は
あ
る
程
度
増
え
る
が
、

体
を
投
げ
出
し
て
シ
ュ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
な

ど
、
一
人
一
人
が
求
め
ら
れ
た
守
備
の
原
則
を
徹

底
す
る
。
Ｕ
‒
18
プ
リ
ン
ス
リ
ー
グ
北
信
越
1
部

で
は
「
シ
ュ
ー
ト
数
で
う
ち
が
上
回
っ
て
い
る
試

合
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
思
う
」（
大
橋
コ
ー
チ
）。

そ
の
中
で
、
総
失
点
が
17
。
全
10
チ
ー
ム
の
中
で

最
も
少
な
く
、
順
位
は
2
位
を
キ
ー
プ
し
て
い
る

（
第
12
節
終
了
時
点
）。
チ
ー
ム
の
生
命
線
は
粘
り

強
い
守
備
、
そ
し
て
素
早
い
ト
ラ
ジ
シ
ョ
ン
（
攻

守
の
切
り
替
え
）
に
な
る
。

文
◉
井
上
和
男（
編
集
部
）

県
大
会
連
覇
が
懸
か
る
今
年
、
チ
ー
ム
は
「
負
」
か
ら
「
正
」
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

そ
し
て
今
、「
い
い
方
向
に
進
ん
で
い
る
」
と
主
将
の
山
田
拓
実
（
3
年
）
が
目
を
輝
か
す
。

「
依
存
し
な
い
」サ
ッ
カ
ー
で
連
覇

日
本
文
理
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そ
の
反
転
速
攻
の
起
点
と
な
る
の
が
ア
ン
カ
ー

や
ボ
ラ
ン
チ
を
務
め
る
Ｍ
Ｆ
谷
澤
功
雅
（
３
年
）。

「
チ
ー
ム
の
た
め
に
（
ピ
ッ
チ
の
）
横
幅
68
メ
ー

ト
ル
を
1
人
で
守
る
く
ら
い
の
勢
い
で
や
り
ま

す
」
と
、
中
央
で
網
を
か
け
る
。
ボ
ー
ル
を
奪
取

し
た
瞬
間
、右
の
山
田
拓
実
、左
の
石
川
里
樹
（
共

に
３
年
）
の
サ
イ
ド
ア
タ
ッ
カ
ー
が
ス
ピ
ー
ド
に

乗
っ
て
ラ
イ
ン
ブ
レ
ー
ク
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
最
終
ラ
イ
ン
か
ら
の
ロ
ン
グ
フ
ィ
ー
ド

も
武
器
。
対
人
に
強
い
宮
下
創
輝
（
３
年
）、
１

年
か
ら
ベ
ン
チ
入
り
す
る
カ
バ
ー
リ
ン
グ
能
力
に

優
れ
た
赤
阪
和
輝
（
２
年
）
の
セ
ン
タ
ー
バ
ッ
ク

２
人
に
加
え
、
精
度
の
高
い
ロ
ン
グ
キ
ッ
ク
が
武

器
の
Ｇ
Ｋ
松
澤
誠
也
（
３
年
）
ら
か
ら
、
高
さ
の

あ
る
Ｆ
Ｗ
上
田
然
や
山
城
勇
稀
（
共
に
３
年
）、

山
田
ら
へ
一
気
に
合
わ
せ
る
。
中
盤
か
ら
は
ロ
ン

グ
ス
プ
リ
ン
ト
の
で
き
る
熊
田
浬
空
（
３
年
）
や

町
田
光
希
（
２
年
）
も
絡
ん
で
行
く
。

　

６
月
10
日
の
プ
リ
ン
ス
リ
ー
グ
北
信
越
１
部
第

9
節
で
は
日
本
文
理
の
特
長
が
冴
え
わ
た
り
、
３

‒
２
で
帝
京
長
岡
に
逆
転
勝
ち
を
収
め
た
。

　

ツ
ボ
に
は
ま
る
と
得
点
を
重
ね
る
日
本
文
理
だ

が
、
零
封
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
６
月
４
日
の
県
総

体
決
勝
、
ボ
ー
ル
を
回
し
て
的
を
絞
ら
せ
な
い
帝
京

長
岡
の
術
中
に
陥
り
、
０
‒
０
（
Ｐ
Ｋ
３
‒
４
）
で

敗
戦
。
５
月
の
新
潟
地
区
大
会
準
決
勝
で
も
東
京
学

館
新
潟
に
０
‒
０（
Ｐ
Ｋ
４
‒
５
）で
敗
れ
て
い
る
。

課
題
は
特
に
、
引
い
て
守
る
チ
ー
ム
を
相
手
に
し
た

と
き
の
戦
い
方
。
ス
ピ
ー
ド
の
あ
る
山
田
を
は
じ
め

と
し
た
サ
イ
ド
ア
タ
ッ
カ
ー
、
中
盤
の
選
手
が
打
開

の
鍵
を
握
る
。「
自
分
が
し
っ
か
り
と
プ
レ
ー
の
面

で
活
躍
し
な
い
と
い
け
な
い
」（
山
田
）。

　

昨
年
、
５
年
ぶ
り
２
度
目
の
全
国
大
会
に
出
場

を
果
た
し
た
。
連
覇
を
懸
け
た
戦
い
が
始
ま
る
。Nihon  Bunri

特別な選手はいないが、まとまりの良さは抜群。連覇の期待がかかる

タイトマークでエース
キラーのセンターバッ
ク宮下

中盤の要として常にボールに絡んでいく谷澤

山田のスピードは攻守において欠かせない

切れ目のないプレーで
攻守に貢献する町田

ハードワークもいとわず
山城が前線を駆け回る

提供／日本文理高校サッカー部

撮影◉星野健一（Office ANDANTE）

撮影◉井上和男（編集部）

撮影◉星野健一（Office ANDANTE）

撮影◉星野健一（Office ANDANTE）

撮影◉井上和男（編集部）
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新潟明訓 3年
173㎝・66㎏　前登録チーム：アルビレックス新潟Ｕ-15

To m o s a k a  K a i r a

友坂海空
ボールを操るテクニック、シュートセンス、先の展開を予測する状況
判断の確かさ。アタッカーに必要な能力がハイレベルでそろっている。
今年はゴールに直結するプレーをより意識し、プリンスリーグ北信越
２部で得点ランクトップの 14 ゴール（11 試合消化時点）と数字を残
している。坂本和也監督は「うちの絶対的なエース」と絶大な信頼を
置く。守備でもポテンシャルを発揮。運動量、ユニホームの上から見
ても筋肉の凹凸が分かる鍛え上げたフィジカルを武器に、相手に体を
ぶつけてルーズボールをものにして勢いよく攻撃に転じる。
昨年から新潟明訓の背番号「10」を背負う。マークは年々厳しくなり、
トーナメント戦（県総体・選手権）では過去２年で無得点に終わってい
る。集大成の今回は得点を量産する。「力まず、冷静にゴールネット
を揺らす」。１年から攻撃をけん引してきたエースの本領発揮を見逃
してはいけない。

FW

33PICK UP
PLAYERS
駆 け ろ 、 勇 者 た ち 。

撮影◉井上和男（編集部）

日本文理 3年
167㎝・61㎏　前登録チーム：アルビレックス新潟U-15

Tanizawa Koga

谷澤功雅
「球際では負けない。体力には自信がある」。ピッチの幅一杯に動き回る中盤の汗かき屋
は、サイドバックを務めていたアルビレックス新潟 U-15 から、「選手権に出たいのと、
上のレベルを目指すなら文理の勝てるサッカーを学ばないと」と、高校サッカーに道程
を移した。メンバー登録外になった先輩たちの涙を見てきて誓うのは、「連覇を果たし
て恩を返すこと」。

MF

新潟西 3年
165㎝・60㎏　前登録チーム：グランセナ新潟 FC

Shimizu Taiju

清水太樹
チーム事情により中盤のバランサーとしてボランチを任されているが、「本来はもっと
前のポジションの選手」（藤田敬三監督）。細かなタッチのドリブルを駆使して攻め上
がる清水の推進力は、直線的な攻撃の中でいいアクセントになる。「五分五分の試合は
できている。あとは決めるだけ」。県総体準々決勝の日本文理戦でつかんだ自信を、最
後の大会にぶつける。

MF

NIIGATA HIGH SCHOOL
FOOTBALL

撮影◉星野健一（Office ANDANTE）

撮影◉井上和男（編集部）

撮影◉井上和男（編集部）

帝京長岡 3年
170㎝・60㎏　前登録チーム：賢明学院中学校

Yamamura Sakuto

山村朔冬
卓越したスキルで攻撃をけん引する天才肌の司令塔。相手の嫌がるス
ペースでボールを引き出し、長短のパスを駆使して決定機を作り出す。
利き足の右足を封じるだけでは、対峙（たいじ）する相手は抑えきれない。
逆足のキック精度、威力もあり、ミドルシュートは確実にゴールの枠
を捉える。今年のチームはセットプレーからもゴールを量産する。「９
割がキッカーの質で決まる。いいボールを配球したいし、自信はある」。

MF
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第102回

全国高校サッカー選手権大会
新潟県大会

１回戦 9月3日　2回戦 9月9・10日

NIIGATA HIGH SCHOOL
FOOTBALL

中盤ではダイナミックなプレーの応酬となった

安定した試合運びの長岡
加茂の攻撃を零封

3
－
0

3
－
0

長岡
6

0
加茂

1回戦　9月3日

組織的なディフェンスで新発田商業を押さえ込む

村上桜ヶ丘、
攻撃陣が爆発

4
－
0

8
－
0

村上桜ケ丘
12

0
新発田商業

1回戦　9月3日

オープニングゲームは
三条東が大勝

3
－
0

4
－
0

三条東
7

0
長岡商業

1回戦　9月3日

1 ラインブレークから三条東がゴール前へ攻め入る。 2 前
半に3点を奪取。 3 激しい競り合いを見せた両チーム。 
4 長岡商業も懸命に反撃を試みた。1

4 3 2

今年の選手権県大会には58チーム（2校合同2チーム）が出場し、9月3日に開幕。
ここまでに1・2回戦計26試合が終了した。次の3回戦は10月14日。

決勝は11月12日デンカビッグスワンで行われる。

GKを中心に前半を2点に抑えた燕中等だったが 

長岡工業が
後半に突き放す

2
－
0

3
－
1

長岡工業
5

1
燕中等

1回戦　9月3日

ボールを追って激しい攻防を見せた

1点差の攻防戦
六日町が押し切る

0
－
0

2
－
1

六日町
2

1
村上

1回戦　9月3日

後半、長岡工業が3点を挙げる

球際の強さが勝負の明暗を分けた

後半も8点を追加して村上桜ヶ丘が大勝

長岡攻撃陣が躍動。6点を奪った



創部41年目で春夏通じて初の甲子園切符を勝ち取った東京学館新潟。どのチームも「殻を破って続いてほしい」と鈴木専務理事

変 革 が 望 ま れ る 高 校 野 球

―
―
新
チ
ー
ム
が
始
動
し
て
い
ま
す
が
、
ま
ず
、

東
京
学
館
新
潟
が
初
優
勝
し
た
夏
の
新
潟
大
会
の

感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

鈴
木
専
務
理
事　

東
京
学
館
新
潟
と
中
越
の
決
勝

（
６
‒
５
で
東
京
学
館
新
潟
の
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
）

に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
ク
ロ
ス
ゲ
ー
ム
が
多

か
っ
た
で
す
ね
。
熱
中
症
対
策
も
各
校
し
っ
か
り

と
や
っ
て
き
た
よ
う
で
し
た
。
緊
急
搬
送
と
い
っ

た
事
例
が
な
か
っ
た
の
は
幸
い
で
し
た
。

―
―
そ
の
東
京
学
館
新
潟
は
、
新
潟
県
で
は
鈴
木

専
務
理
事
が
監
督
だ
っ
た
２
０
０
８
年
の
新
潟
県

央
工
以
来
の
夏
の
甲
子
園
初
出
場
校
で
す
。

鈴
木
専
務
理
事　

そ
う
で
す
ね
（
笑
）。
い
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
、
初
出
場
の
学
校
が
出
て
き
た

こ
と
は
。
甲
子
園
は
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
な
の

で
。
私
は
監
督
の
時
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
人
に
こ

の
場
を
経
験
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
県
大
会
で
は
、
力
は
あ
る
け
ど
勝
ち
切
れ

な
か
っ
た
チ
ー
ム
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
そ
の
中

で
東
京
学
館
新
潟
さ
ん
が
力
を
発
揮
し
た
。
甲
子

園
を
見
据
え
て
や
れ
ば
、
殻
を
破
れ
る
チ
ー
ム
は

増
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

―
―
そ
う
な
る
と
甲
子
園
を
経
験
し
た
監
督
が
増

え
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

鈴
木
専
務
理
事　

ス
タ
ン
ド
に
い
て
ネ
ッ
ト
に
さ

え
ぎ
ら
れ
て
い
る
視
野
と
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
に

入
っ
て
采
配
を
振
る
う
の
で
は
、
見
え
方
が
全
然

違
い
ま
す
。
仕
切
り
が
な
い
世
界
を
経
験
し
て
生

か
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

―
―
た
だ
、
甲
子
園
で
は
東
京
学
館
新
潟
は
１
回

戦
、
市
立
和
歌
山
（
和
歌
山
）
に
４
‒
５
で
敗
れ

ま
し
た
。
県
勢
は
２
０
１
７
年
の
日
本
文
理
を
最

後
に
初
戦
突
破
で
き
な
い
状
態
で
す
。

鈴
木
専
務
理
事　

ど
の
チ
ー
ム
も
甲
子
園
に
出
る

必
要
な
の
は
集
団
か
ら
抜
け
出
す
存
在

選
手
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る

変
革
を

［  新 潟県高 校 野 球 連 盟・専 務 理事  ］

I n t e r v i e w

10月の秋季北信越大会、続く11月の明治神
宮大会で今季の高校野球シーズンは終了す
る。就任２年目の新潟県高校野球連盟・鈴木
春樹専務理事に今季の新潟県の高校野球の
振り返りと今後の取り組みについて聞いた。
文◉佐藤一朗（編集部）

壁を打ち破り、空気が
変わる瞬間を期待したい

鈴木春樹
だ
け
で
満
足
は
し
て
ほ
し
く
な
い
で
す
。
勝
た
な

き
ゃ
、
と
い
う
気
持
ち
で
戦
っ
て
も
ら
い
た
い
。

昨
年
か
ら
見
て
い
て
、
試
合
の
質
は
上
が
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
秋
の
北
信
越
大
会
で
は
県

勢
が
勝
ち
上
が
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い

ま
す
。
ど
こ
か
の
高
校
が
こ
の
状
況
に
風
穴
を

開
け
、
そ
の
後
は
「
我
々
だ
っ
て
」
と
い
う
チ
ー

ム
、
監
督
さ
ん
に
続
い
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
ま

ず
レ
ー
ス
を
引
っ
張
る
存
在
が
欲
し
い
。
マ
ラ
ソ

ン
で
い
う
と
集
団
か
ら
抜
け
出
そ
う
と
す
る
存
在

が
。
み
ん
な
頑
張
っ
て
い
る
の
は
分
か
っ
て
い
ま

す
。
ど
こ
か
が
甲
子
園
で
１
つ
勝
つ
こ
と
で
空
気

が
変
わ
る
と
思
い
ま
す
。
日
本
文
理
は
２
０
０
９

年
に
初
戦
突
破
し
、
一
気
に
甲
子
園
で
準
優
勝
。

そ
の
翌
年
、
新
潟
明
訓
が
ベ
ス
ト
８
。
あ
の
流
れ

に
な
っ
て
ほ
し
い
。

―
―
底
力
は
あ
る
、
と
。

鈴
木
専
務
理
事　

は
い
。
昨
夏
の
甲
子
園
、
日
本

文
理
に
は
全
国
的
に
注
目
さ
れ
た
田
中
晴
也
投
手

（
現
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
）
が
い
ま
し
た
。

試
合
は
海
星
（
長
崎
）
に
０
‒
11
で
敗
れ
ま
し
た

が
、
田
中
投
手
の
注
目
度
と
日
本
文
理
の
ブ
ラ
ン

ド
的
な
評
価
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
他
校

の
監
督
さ
ん
た
ち
に
も
誇
っ
て
ほ
し
い
。
オ
ー

ナ
ー
シ
ッ
プ
と
い
う
か
。
他
県
で
練
習
試
合
を
し

て
も
「
新
潟
」
を
背
負
っ
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
、

簡
単
に
負
け
て
も
ら
い
た
く
な
い
ん
で
す
。

―
―
現
役
の
監
督
の
中
に
、
甲
子
園
で
勝
っ
た
経

験
の
あ
る
方
が
い
ま
せ
ん
。
そ
の
影
響
は
あ
り
ま

す
か
？

鈴
木
専
務
理
事　

あ
り
ま
す
ね
。
勝
っ
た
経
験
が

な
い
か
ら
、
今
は
み
ん
な
が
県
の
代
表
を
狙
う
た

め
に
横
並
び
の
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
に
な
っ
て
い
る

感
じ
が
す
る
。
だ
か
ら
こ
そ
誰
か
が
飛
び
出
し
て

勝
つ
こ
と
で
、「
あ
そ
こ
が
で
き
る
の
な
ら
」
と

い
う
ム
ー
ド
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。

―
―
勝
つ
こ
と
へ
の
期
待
の
一
方
で
、
野
球
人
口

の
減
少
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
部
員
の
確
保

が
必
要
と
い
う
チ
ー
ム
も
在
存
し
ま
す
。

鈴
木
専
務
理
事　

１
つ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
一

昨
年
か
ら
長
岡
市
内
の
公
立
校
の
監
督
さ
ん
た
ち

の
発
案
で
、
夏
休
み
に
小
、
中
学
生
に
観
戦
し
て

も
ら
う
た
め
の
リ
ー
グ
戦
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

資
料
を
作
っ
て
、
地
域
の
中
学
生
に
説
明
も
さ
れ

て
い
ま
す
。
黙
っ
て
い
て
も
入
部
し
て
く
る
時
代

で
は
な
い
の
で
、
そ
う
い
う
動
き
は
こ
れ
か
ら
県

内
各
地
で
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
公
式
戦
に
関

し
て
も
南
支
部
は
悠
久
山
、北
支
部
は
五
十
公
野
、

エ
コ
ス
タ
な
ど
、
中
学
生
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の

野
球
場
で
見
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
。

そ
れ
が
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

―
―
今
後
、
何
か
変
え
て
い
く
お
考
え
は
。

鈴
木
専
務
理
事　

来
年
か
ら
３
球
場
で
公
式
戦
を

行
う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
北
は
五
十
公
野
、

南
支
部
は
悠
久
山
ま
た
は
佐
藤
池
、
北
支
部
と
南

支
部
の
合
同
の
運
営
と
い
う
形
で
三
条
パ
ー
ル
の

３
つ
で
、
年
間
を
通
じ
て
で
す
。
夏
は
準
々
決
勝

か
ら
今
ま
で
通
り
に
エ
コ
ス
タ
で
行
い
ま
す
。
こ

れ
は
加
盟
校
の
減
少
が
影
響
し
て
い
ま
す
。
４
球

場
を
使
用
す
る
と
、運
営
の
人
員
面
で
厳
し
い
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
春
季
大
会
の
抽
選
時
期
の
変
更
は
検

討
の
必
要
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

―
―
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
？

鈴
木
専
務
理
事　

こ
れ
ま
で
は
４
月
下
旬
開
幕
、

そ
の
１
週
間
前
に
組
み
合
わ
せ
抽
選
で
す
。
大
会

開
始
時
期
は
南
魚
沼
な
ど
の
豪
雪
地
域
を
考
え
る

と
大
幅
に
は
変
え
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
抽
選
日
を

早
く
設
定
す
る
と
選
手
、
特
に
連
合
チ
ー
ム
の
モ
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会
社
の
認
知
度
向
上
と
地
域
貢
献

　

新
潟
県
議
会
で
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
の
建
設
構
想

が
持
ち
上
が
っ
た
の
は
、
昨
年
2
月
の
こ
と
だ
っ

た
。
県
は
、
パ
ー
ク
利
用
者
に
若
い
年
齢
層
が
想

定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
利
用
料
金
を
で
き
る
だ
け
安

価
に
し
た
い
と
考
え
、
パ
ー
ク
の
運
営
費
に
施
設

の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
（
命
名
権
）
で
得
る
契
約

金
を
充
て
よ
う
と
、
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
の
公
募
を

決
め
た
。
県
内
に
本
社
を
置
く
企
業
や
県
に
ゆ
か

り
の
あ
る
県
外
企
業
な
ど
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
約

40
社
の
中
か
ら
、
さ
ら
に
約
20
社
に
絞
っ
て
昨
年

暮
れ
か
ら
今
年
１
月
に
か
け
て
直
接
訪
問
。
そ
の

結
果
、
３
月
の
公
募
締
め
切
り
ま
で
に
２
社
が
応

募
し
た
。

　

選
定
委
員
会
で
は
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
料
、
契

約
期
間
、
地
域
貢
献
へ
の
取
り
組
み
、
施
設
愛
称

な
ど
複
数
の
項
目
に
つ
い
て
検
討
。
北
越
工
業
が

提
案
し
た
施
設
愛
称
『
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｎ
』（
エ
ア

マ
ン
）
は
同
社
の
ブ
ラ
ン
ド
名
だ
っ
た
。
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
に
は
空
中
で
決
め
る
技
を
指
す
エ
ア
ト

リ
ッ
ク
な
ど
、
競
技
に
は
エ
ア
の
付
く
呼
称
が
あ

る
。
競
技
と
マ
ッ
チ
し
た
愛
称
は
親
和
性
が
あ
る

と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
よ
う
だ
。

　

北
越
工
業
は
圧
縮
空
気
を
作
り
出
す
コ
ン
プ

レ
ッ
サ
、
発
電
機
、
高
所
作
業
車
な
ど
を
製
造
販

売
す
る
、
燕
市
に
本
社
と
工
場
を
置
く
全
国
的
な

メ
ー
カ
ー
だ
。
特
に
エ
ン
ジ
ン
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
の

国
内
販
売
で
は
9
割
近
く
の
シ
ェ
ア
を
誇
る
が
、

企
業
相
手
の
会
社
ゆ
え
、
一
般
に
は
ほ
と
ん
ど
馴

染
み
が
な
い
。

　

同
社
が
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
に

関
心
を
寄
せ
た
理
由
は
、
多
く
の
企
業
と
同
様
に

自
社
の
認
知
度
ア
ッ
プ
が
目
的
。
し
か
し
そ
れ
だ

け
で
は
な
か
っ
た
。
地
域
に
対
し
て
何
か
で
き
な

い
か
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
。

ス
ケ
ー
タ
ー
へ
の
偏
見
を
な
く
す

　
「
商
用
で
市
内
を
車
で
走
っ
て
い
る
と
、
た
ま

に
歩
道
で
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
を
や
っ
て
い
る
子
た

ち
を
見
か
け
ま
す
。“
あ
あ
、
や
る
場
所
が
な
い

の
か
な
ぁ
”
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」。
当
時
を
振

り
返
っ
た
同
社
管
理
本
部
の
佐
藤
豪
一
取
締
役
本

部
長
。
そ
ん
な
風
に
感
じ
て
い
た
矢
先
、
県
か
ら

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
話
が
持
ち
込
ま
れ
た
。

　
「
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｎ
と
の
親
和
性
が
面
白
い
と
思

い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
始
め
た
い
、
平
野

歩
夢
選
手
を
目
指
し
た
い
と
思
う
子
ど
も
た
ち
が

や
れ
る
よ
う
に
、
初
級
者
、
中
級
者
向
け
の
設
計

を
考
え
て
い
る
と
言
わ
れ
て
、
な
お
さ
ら
い
い
な

と
思
い
ま
し
た
」（
佐
藤
本
部
長
）

　

す
ぐ
に
社
内
で
検
討
に
入
り
、応
募
を
決
め
た
。

と
こ
ろ
が
応
募
し
た
の
は
北
越
工
業
の
他
に
１
社

だ
け
と
聞
き
、
佐
藤
本
部
長
は
驚
い
た
と
い
う
。

新
潟
市
内
や
近
郊
に
は
本
格
的
に
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
を
す
る
施
設
が
な
く
、
公
園
や
路
上
で
滑
走
す

る
ケ
ー
ス
が
目
立
ち
、
市
に
多
く
の
苦
情
が
寄
せ

ら
れ
て
い
た
。「
そ
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
に
お
金
を
出

す
こ
と
は
会
社
の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に
な
る
」。

そ
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
考
え
て
も
不
思
議
で
は
な

い
。
し
か
し
北
越
工
業
は
違
っ
た
。

　
「
寄
せ
ら
れ
る
苦
情
に
対
し
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ダ
ー
に
場
所
を
用
意
し
て
あ
げ
た
い
と
い
う
県
の

思
い
に
も
共
感
し
ま
し
た
。
ス
ケ
ー
タ
ー
は
外
見

で
判
断
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
と
て
も
礼
儀
正
し
い

人
た
ち
。
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
は
世
界
で
は
も
の
す

ご
く
認
め
ら
れ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
新
潟
県

で
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
だ
け
で
な
く
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド

も
も
っ
と
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
日
本
の

中
で
“
新
潟
す
ご
い
ぞ
”
っ
て
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
」

　

一
部
の
マ
ナ
ー
の
悪
い
者
た
ち
の
せ
い
で
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ダ
ー
が
色
眼
鏡
で
見
ら
れ
て
い
る
。

そ
ん
な
偏
見
を
な
く
し
た
い
と
思
っ
た
こ
と
も
、

北
越
工
業
が
手
を
挙
げ
た
理
由
の
１
つ
だ
っ
た
。

　

年
額
１
３
０
０
万
円
×
５
年
間
の
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
契
約
が
５
月
に
発
表
さ
れ
た
。
最
初
に
構

想
を
聞
い
て
か
ら
半
年
も
経
っ
て
い
な
か
っ
た
。

五
輪
選
手
誕
生
も
遠
く
な
い

　

新
潟
県
内
に
は
本
格
的
な
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
が

３
つ
あ
る
。
上
級
者
向
け
の
屋
内
型
の
村
上
市
ス

ケ
ー
ト
パ
ー
ク
、
屋
外
型
の
南
魚
沼
市
ス
ケ
ー
ト

パ
ー
ク
、
そ
し
て
初
・
中
級
者
向
け
の
屋
内
と
屋

外
の
施
設
を
併
せ
持
つ
『
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｎ
ス
ケ
ー

ト
パ
ー
ク
』。
異
な
る
３
つ
の
パ
ー
ク
が
そ
ろ
っ

た
こ
と
で
、
新
潟
県
の
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
界
に
は

大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

平
野
歩
夢
選
手
の
父
で
あ
り
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｎ
ス

ケ
ー
ト
パ
ー
ク
の
設
計
の
際
に
県
か
ら
意
見
を
求

め
ら
れ
た
、
一
般
社
団
法
人
日
本
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

デ
ィ
ン
グ
連
盟
の
平
野
英
功
副
代
表
理
事
は
、
利

用
者
が
自
分
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
滑
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
、
選
手
を
育
成
す
る
上
で
非
常
に
良

い
と
話
す
。

　
「
低
年
齢
化
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
、
短

い
競
技
歴
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
た
り
メ
ダ
ル
を

取
っ
た
り
で
き
る
、
と
て
も
夢
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
（
２
０
２
８
年
五
輪
）
を
目

指
す
と
い
う
よ
う
な
、
夢
の
あ
る
ス
テ
ッ
プ
を
み

ん
な
で
刻
ん
で
い
け
れ
ば
い
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

花
角
英
世
新
潟
県
知
事
も
「
多
く
の
人
に
利
用

し
て
も
ら
い
、
こ
の
パ
ー
ク
か
ら
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
が
育
っ
て
く
れ
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
期
待

す
る
。
先
ん
じ
て
４
年
前
に
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
を

造
っ
た
村
上
市
は
、
そ
こ
で
育
っ
た
中
学
生
の
菅

原
姉
妹
（
芽
依
・
琉
衣
）
が
昨
年
、
日
本
選
手
権

「大人になった時に『昔AIRMANで遊んだ
ね』って懐かしんでくれれば」と佐藤本部長

平野兄弟（右・歩夢、左・海祝）もオープニングに駆け付けて滑走。「こういう所でアスリートが育っていったら、スケートボードもスノーボードも盛り上がっていく」（海祝選手）
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スポーツを支える企業のチカラ

連載第 6 回

の
表
彰
台
に
そ
ろ
っ
て
上
が
っ
た
こ
と
で
注
目
を

集
め
た
。

　
「
新
潟
の
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ダ
ー
が
世
界
へ
行
っ

て
く
れ
る
。こ
う
い
っ
た
環
境
が
で
き
た
こ
と
で
、

僕
も
そ
れ
が
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
」。
７
月
30

日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に
登
場
し
た
平
野

歩
夢
選
手
が
う
れ
し
そ
う
に
話
し
た
。
世
界
を
知

る
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
が
語
る
か
ら
こ
そ
、
期
待

は
現
実
味
を
増
す
。

　

同
社
の
ブ
ラ
ン
ド
『
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｎ
』。「
Ｍ
Ａ

Ｎ
」
は
男
性
で
は
な
く
「
人
」
を
指
す
と
い
う
。

「
世
界
へ
羽
ば
た
く
人
に
な
る
よ
う
に
」。
そ
ん
な

意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

　
「
こ
の
施
設
を
使
っ
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
が

出
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
お
手
伝
い
が
で
き
る

こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
」（
堀
内
義
正
・
北

越
工
業
代
表
取
締
役
社
長
）

７月30日、スケートボードの本格的な滑走コースを備えた施設、新潟県立鳥屋野潟公園スケートパークがオープンした。
愛称は『AIRMANスケートパーク』。この施設のネーミングライツ・パートナーが北越工業株式会社だ。
撮影◉嶋田健一（スタジオ嶋田）　文◉井上和男（編集部）

ネーミングライツ契約により運営費
の一部を捻出。高校生以下の入場
料200円（大人600円）が実現した
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